
芦田川ふるさと広場完成記念特集

想いをカタチに

　
芦
田
川
は
、
和
泉
信
太
山
に
源
を
発

し
、
市
街
地
を
流
れ
、
大
阪
湾
ま
で
つ

な
が
る
二
級
河
川
で
す
。
昭
和
57
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
浸
水
面
積
98
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
浸
水
家
屋
１
９
５
４
戸
と
い

う
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
洪
水
を
き
っ

か
け
に
河
川
改
修
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
事
業
の
目
的
は
、「
時
間
雨
量
80

ミ
リ
程
度
の
降
雨
に
対
し
、
床
上
浸
水

を
防
ぐ
こ
と
」
と
「
憩
い
と
安
ら
ぎ
を

与
え
る
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
」

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
道
路
の
下
に
川

を
作
る
・
川
の
下
に
地
下
河
川
を
整
備

す
る
・
公
園
の
地
下
に
巨
大
タ
ン
ク
を

建
設
す
る
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
治
水
対
策

を
実
施
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
ま
た
治
水
対
策
の
ほ
か
に
、
市
民
参

画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ず
か
ら
ま

も
ろ
う
　
ふ
る
さ
と
芦
田
川
の
会
」
を

開
催
し
、
皆
さ
ん
の
「
こ
ん
な
芦
田
川

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

た
整
備
基
本
構
想
を
も
と
に
、
桜
並
木

や
広
場
を
整
備
し
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

平
成
21
年
８
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
始

平
成
23
年
３
月

芦
田
川
整
備
基
本
構
想
策
定

平
成
25
年
３
月

芦
田
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針

芦
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画

平
成
26
年
２
月

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
工
事
着
工

平
成
29
年
５
月

二
層
河
川
区
間
工
事
竣
工

平
成
30
年
５
月

人
道
橋
架
設
工
事
竣
工

６
月

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
工
事
竣
工

平
成
９
年
７
月

ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業
指
定

10
月

流
域
貯
留
浸
透
施
設
（
高
石
中
学
校
）
完
成

平
成
６
年
３
月

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
河
川
区
間
竣
工

昭
和
59
年
４
月

芦
田
川
全
体
計
画
立
案

11
月

３
月

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
、
第
1
期
工
事
完
成

（
芦
田
川
ふ
る
さ
と
広
場
南
側
完
成
）

平
成
13
年
１
月

東
羽
衣
調
節
池
築
造
工
事
竣
工

これまでの
歴史と歩み

芦田川ふるさと広場完成式

7月 9：00～

芦田川ふるさと広場
日 土7

■プログラム

（ 小 雨 決 行 ）

事
業
年
表

水
と
の〝
共
生
〞

復活した「きゃらばし」

　
こ
の
事
業
は
、
約
35
年
間
に
わ
た
り
市
長

３
代（
浅
野
氏・寺
田
氏・阪
口
）の
も
と
、国
・

大
阪
府
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
、
国
・

大
阪
府
・
市
議
会
議
員
各
位
、
関
係
権
利
者
、

地
域
住
民
の
温
か
い
ご
協
力
の
も
と
完
成
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

［市内の床上・床下浸水含む浸水総戸数 1954 戸］
芦田川改修工事のきっかけとなった昭和 57年の水害時の羽衣小学校東側を
流れる芦田川の様子

　大雄寺門前の芦田川に架けられていたとい
う伽羅橋がモチーフで、木目をあしらった鋼
製の造り。
　健幸ウォーキングのために人道橋 “きゃら
ばし” として復元しました。

「しまだの橋」の南側（東羽衣7丁目付近）に架けられた
“きゃらばし”。

問合先　連立街路河川課 ☎（275）6412

・オープニング演奏［花ふるバンド］
・くす玉開披ファンファーレ
・演奏２曲
・ふるさと広場完成記念ウォーキング
（コース：ふるさと広場～しまだの橋付近～ド
ラッグセイムス前～ふるさと広場、所要時間：
40分程度）

姿を新たにした芦田川に沿ってウォーキング。往復約1800mの道のりを歩
きます！終了時に記念品交換券をお持ちの参加者へ粗品進呈！（参加無料）
【参加＆記念品交換券の配布】
時間　8：45から　　場所　ふるさと広場
※1人1枚に限ります。
※記念品との交換には、健幸ウォーキングへの参加が必要です。

■ふるさと広場完成記念ウォーキング
　＆粗品プレゼント！（先着 300人）

健幸
ポイント
付与対象

ふるさと広場完成記念ウォーキングに関するお問い合わせは、健幸づくり課☎（267）1161へ。
※雨天の場合、ウォーキングの開催の有無に関するお問い合わせは、当日の 7：00以降に☎（0180）997040 へ。

芦田川ふるさと広場芦田川ふるさと広場
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桜
並
木
の
再
生
を
中
心

と
し
て
季
節
感
が
あ
る

植
栽
を
行
う
こ
と
で
川

岸
を
散
策
し
憩
え
る
よ

う
な
緑
豊
か
な
水
辺
空

間
を
整
備
し
、
市
民
と

芦
田
川
と
の
日
常
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

中
に
あ
る
広
場
に
健
康

遊
具
を
設
置
し
、
基
礎

体
力
づ
く
り
を
支
え
る

場
と
し
て
整
備
し
、
近

く
に
子
ど
も（
幼
児
用
）

の
遊
具
を
配
置
す
る
こ

と
で
多
世
代
が
交
流
で

き
る
広
場
で
す
。

季節感じ
る散歩道

健幸と笑
顔の空間

水と緑の
快適空間

地
域
の
方
の
み
な
ら

ず
、
市
民
の
身
近
な
水

辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
空
間
、
緑
あ
ふ
れ
る

憩
い
の
場
と
し
て
整
備

し
て
い
ま
す
。
小
学
生

や
中
学
生
の
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え

る
賑
わ
い
・
活
動
の
場

と
な
り
ま
す
。

芦
田
川
ふ
る
さ
と
の
川

健
幸
と
憩
い
を
与
え
る

　多
く
の
治
水
対
策
が
施
さ
れ
、

安
全
と
安
心
に
近
づ
い
た
芦
田

川
。
ほ
か
に
も
、
市
民
の
方
々

に
日
常
の
散
歩
等
を
通
じ
て
芦

田
川
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
管
理
用
道
路

や
園
路
を
つ
な
げ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
歩
き
た
く

な
る
、
歩
い
て
し
ま
う
ま
ち
〝

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

た
か
い
し
〞
」
と
し
て
日
頃
の

健
幸
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　気
軽
に
水
に
ふ
れ
ら
れ
る
親

水
空
間
や
樹
木
等
の
緑
の
植
栽

整
備
を
進
め
、
豊
か
な
河
川
の

緑
空
間
や
花
に
よ
る
彩
り
空
間

を
創
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
方
々
に
清
掃
や
花
壇
の
管

理
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
想
い
が

込
め
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
、
姿
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

水と緑の
快適空間

季節感じ
る散歩道

健幸と笑
顔の空間
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地
域
の
方
か
ら
の
ご
意

見
等
を
大
切
に
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
生
き
物
や
植

物
も
少
し
ず
つ
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
遊
ん
で
学
べ
る
お
出
掛

け
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
親
子
に
も
訪
れ

て
ほ
し
い
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
遊
ぶ
と
き

は
、「
水
辺
で
安
全
に
遊
ぶ

た
め
の
ル
ー
ル
」
を
必
ず

守
り
ま
し
ょ
う
！

■
主
な
治
水
対
策

防
潮
水
門
・
新
仇
浪
橋
・
仇
浪

橋
・
む
つ
み
橋
・
合
流
ゲ
ー
ト
・

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
河
川
・
新
羽

衣
橋
・
分
流
ゲ
ー
ト
・
河
川
護

岸
・
流
域
貯
留
浸
透
施
設
・
東

羽
衣
調
節
池
・
二
層
河
川

　
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
治
水
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
時
間
に
約
80

ミ
リ
と
い
う
１
０
０
年
に

一
度
の
大
雨
に
も
耐
え
う

る
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自然との
ふれあい

安全安心の
治水対策

見つけてみよう
生き物と植物

ハクセキレイ生き物調査 意見発表

アオサギ

み

い もの しょくぶつ
ワークショップ
～みんなで考えるこれからの芦田川～

かんが あしだがわ

川には、複数の水鳥がやってきているようです。
写真の種類以外にも、今後いろいろな水鳥が見
られるといいですね。川の中をのぞいてもみて
も生き物を発見できるかもしれません。また、
川に沿って植えられている草木の中には、以前
から芦田川沿いにあった桜の木を挿木をして再
生させたものがあります。いろりろなところに
目を向けて観察してみるとおもしろいそうです。

桜

治水を基本に環境にも配慮した親しまれ憩える魅力ある河川空間づくりをめざし、地域代表やＰＴＡ、子ど
もたちにもご参加いただき、市民参加のワークショップ「みずからまもろう　ふるさと芦田川の会」を開催。
川の生き物調査など 13 回に渡り勉強会を行い、皆さんの「こんな芦田川にしたい」という想いが込められ
た「芦田川整備基本構想」が策定されました。この構想をもとに、桜並木や広場を整備し、親しまれる水辺
空間を作り出すことに取り組みました。これからも芦田川を市民ぐるみで見守っていただきたいと思います。

羽衣小学校

府道堺阪南線

国道 26号

新
村
北
線

至 高師浜駅

至 和歌山方面

至 難波方面

至 難波 至 和歌山

至 難波 至 和歌山

南海本線 南海高師浜線

芦田川
ふるさと広場

二層河川（ボックスカルバート）

ショートカット
河川

【地図の見方】
…

…

…

芦田川

旧の芦田川

… ショートカット河川

二層河川整備箇所

市街地を蛇行していた川を新村北線の道路の地下
を利用してショートカットさせました。川の水が
海までスムーズに流れるようになりました。

治水と親水を兼ね備えた二
層河川にすることで、増水
時の危険を軽減させます。

東羽衣調節池
ふるさと広場の地下にある
一時的に水を貯められる地
下調節池。25m プールで約
50 杯分（17000 ㎥）の水
を貯めることができ、水害
リスクを軽減させます。

浜寺水路
防潮水門

施工期間：平成 9年
　　　　　～13年

施工期間：平成 19年～29年

施工期間：昭和 63年～平成 6年
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地
域
の
方
か
ら
の
ご
意

見
等
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大
切
に
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
生
き
物
や
植

物
も
少
し
ず
つ
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
遊
ん
で
学
べ
る
お
出
掛

け
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
親
子
に
も
訪
れ

て
ほ
し
い
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
遊
ぶ
と
き

は
、「
水
辺
で
安
全
に
遊
ぶ

た
め
の
ル
ー
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を
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ず

守
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ま
し
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う
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■
主
な
治
水
対
策

防
潮
水
門
・
新
仇
浪
橋
・
仇
浪

橋
・
む
つ
み
橋
・
合
流
ゲ
ー
ト
・

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
河
川
・
新
羽

衣
橋
・
分
流
ゲ
ー
ト
・
河
川
護

岸
・
流
域
貯
留
浸
透
施
設
・
東

羽
衣
調
節
池
・
二
層
河
川

　
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
治
水
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
時
間
に
約
80

ミ
リ
と
い
う
１
０
０
年
に

一
度
の
大
雨
に
も
耐
え
う

る
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ふれあい
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健幸づくりを
暮らしにプラス

康増進に効果的
な簡単なスト

レッチ体操や筋肉づく
り運動を実施します。

■時間
いずれも 9：40～10：10
※アプラたかいし駅前広場では、会場の都合上　
　9：30～10：00で先着 30人
■実施曜日と場所
▶第２月曜日…瑞松苑（２階）
▶第１水曜日…総合保健センター（１階）　
▶第３金曜日…中央公民館（２階）
▶第１金曜日…とろしプラザ（１階）
▶第１日曜日…アプラたかいし駅前広場

健幸づくり教室
　　　　    Mini

早歩き
ウォーキングをする時は

で！
　歩数を多くするだけでなく運動の質が大切です。毎
日の早歩きにより心肺機能や免疫力がアップすること
で、生活習慣病予防の効果が期待できます。

ーキングの準
備運動に最適

な中国健康体操と足腰
を強化する体操を約
20 分間実施していま
す。体操終了後にはウォーキングコースを歩きま
す。自身のペースに合わせてお好きな頻度で参加
できます。
■時間
いずれも 9：10から
■実施曜日と場所
▶月～金曜日（祝日除く）
健幸広場（診療センター西側）、鴨公園、瑞松苑
▶月、水～土曜日（祝日除く）
ふるさと広場（中央公民館北側）、とろしプラザ

Point

番外編

ウォ 健
アプラたかいし駅前広場芦田川

　
芦
田
川
が
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
積

極
的
に
外
出
し
、
暮
ら
し

に
健
幸
づ
く
り
を
プ
ラ
ス

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
☎（
267
）１
１
６
１

健幸ポイ
ント

付与事
業健幸ポイ

ント

付与事
業 毎日が“元気”
健幸ウォーキング

NEW

NEW
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